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　　4．　妊娠・分娩・産褥における血漿中のプロトロン
ビン・フラグメントF1＋2の変動
（産婦人科学）中島章子、小川俊隆、高山雅臣
（臨床病理学）鈴木隆史、天野景裕、纈荘和子、福武勝幸
F，＋、はプロトロンビンが活性型第V因子、Ca　2＋、リン脂質
の存在下に活性型第X因子（FXa）と巨大複合体を形成、限
定分解を受け活性化されα一トロンビンとなる際遊離され
る。我々は妊婦の血液中のF、．、を測定し妊娠経過に伴う
F，＋、の変動の臨床的意義に関して検討した。対象は妊娠5
週から42週までの妊娠、正常妊婦n＝77、産科的DICを起
こした妊婦n－14の血漿で、対照群は健康非妊娠女性n－
47の血漿である。F1．、の測定は、　DadeProthrombin　Frag－
ment　F1，2ELISA（Baxter　Diag．　Inc．　USA．）を使用した。
正常妊婦のF，＋、は初期0．51±0．22（nmo1／1）、中期0．81±
0．35、後期0．94±0．29であった。健康非妊娠女性は0．15±
0．09であり、p〈0．001で正常妊婦が有意に高値を示した。
妊娠初期から後期へと暦数が進むにつれてp〈0．001で有意
に増加し、正常妊婦のF，＋，はTATと初期相関関数r－0．52、
中期r－0．82、後期r＝0．45と相関を認めた。産科的DIC
のF、＋2は1．11±0．67で正常妊婦0．74±0．34に比べp〈0．05で
増加していた。
　　5．　第田因子重鎖に対するインヒビター症例に認め
られた酵素様効果の検討
（臨床病理学）香川和彦
（American　Red　Cross）　Leon　W．　Hoyer
皿因子重鎖にエピトープがある抗田因子抗体保有患者（イ
ンヒビター）12例中3例に、皿因子重鎖を分解して45kD鎖
を生成する効果がSDS－PAGE解析で認あられた。カプリル酸
処理により得られた症例JMのIgG分画にみられたこの効果
は時間及び濃度依存性に増大し、生成する分子鎖も45kDの
みであった。この酵素様効果を各種プロテアーゼインヒビ
ターで処理した結果、他のプロテアーゼインヒビターに比
較して低濃度のα1一アンチトリプシン（α1－AT）で阻害
され、トリプシン様酵素の存在が示唆された。α1－ATを固
相化したビーズと反応させた場合、粗因子阻害力価（ベセ
スダ価）は対照に比較して不変であったが、トリプシン様
酵素効果は消失した。これらの結果は生体内では発現しな
いトリプシン様酵素の存在を示唆するが、この意義につい
てはなお不明であり現在さらに解析中である。
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